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、
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一
、
小
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史
、
佐
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、
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、
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貞
男
、
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、
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和
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、
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根
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、
梅

田
ト
シ
子
、
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小
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、
加
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耕
、
川
里
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、
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藤
治
、
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、
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、
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橋
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、
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、
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野
康
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生
、
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弥
、
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月
１
日
午
前　

時
か
ら
、

１０

１０

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
で
市

制
施
行　

周
年
記
念
式
典
を
行

４６

い
、
市
政
へ
の
功
労
者
の
表
彰

お
よ
び
協
力
者
へ
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
す
。
表
彰
状
・
感
謝
状

を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す（
敬
称
略
、　

音
順
）。
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、

木
曽
由
美
、
鬼
頭
直
子
、
新
藤

政
五
郎
、
竹
川
ミ
サ
オ
、
千
葉

多
枝
子
、根
津
康
夫
、藤
田
仲
、

細
谷
幸
夫
、
村
野
貞
夫

○
保
健
衛
生
功
労
者

　

近
藤
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夫
、
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山
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三
、
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井
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紀

○
社
会
福
祉
功
労
者

　

小
野
み
ど
り
、
久
下
幸
廣
、

午
後
５
時
（　

便
）

１８

運　

賃　

百　

円
（
未
就
学
児

５０

は
無
料
）

運
行
車
両　
　

人
乗
り
ワ
ン
ボ

１０

ッ
ク
ス
カ
ー

シ
ス
テ
ム　

停
留
所
を
設
け
、

時
刻
表
に
よ
り
運
行
す
る
乗
合

の
交
通
サ
ー
ビ
ス

※
運
行
ル
ー
ト
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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１
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教
育
委
員
会
定
例
会

１０
と　

き　
　

月　

日
（
金
）　

１０

２４

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
５
０
５

会
議
室

傍
聴
定
員　
　

人
２０

傍
聴
申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

（
先
着
順
）

問
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教
育
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（
３
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６
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９
５
６
８

審
議
会
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の

審
議
会
な
ど
の

日

程

日

程
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花
小
金
井
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験

運
行
期
間　
　

月
６
日
（
月
）

１０

〜
平
成　

年
３
月
（
土
曜
・
日

２１

曜
日
、
休
日
を
除
く
）

運
行
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

（
コ
ミ
タ
ク
）
は
、
大
沼
町
地

域
の
実
証
実
験
運
行
を
９
月
で

終
了
し
、　

月
か
ら
６
か
月
間

１０

の
予
定
で
、
花
小
金
井
地
域
の

実
証
実
験
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

運
行
の
開
始
に
あ
た
り
、
式

典
を
行
い
ま
す
。
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６
日
（
月
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か
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こ
ろ　
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駅
北
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保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
と
同
様
に
、
公
的
年
金
か
ら

の
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

対　

象　

国
民
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る　

歳
以
上
の
方

６５

で
、
１
つ
の
年
金
額
が　

万
円

１８

以
上
の
方
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せ　

税
務
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
２
２
・
９
５
２
３

に
は
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
、

ま
た
は
条
例
で
指
定
さ
れ
た
団

体
な
ど
が
発
行
す
る
領
収
書
な

ど
を
添
付
し
て
、
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
（
確
定
申
告
を

行
わ
な
い
方
は
、
住
民
税
の
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

 
�
控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
が

増
え
ま
す

　

住
民
税
の
寄
附
金
控
除
の
対

象
に
、
都
道
府
県
と
市
区
町
村

が
条
例
で
定
め
る
も
の
が
追
加

さ
れ
ま
す
（
図
１
）。

�
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
金

が
変
わ
り
ま
す

　

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
納
税
者
の
思
い
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府

県
、
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附

金
税
制
が
拡
充
さ
れ
ま
す
（
図

２
）。

　

寄
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受
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た
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正
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日
中
に
市
税
の
納
付
や

納
税
相
談
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日（
月
）

１０

２７

　

午
後
５
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
収

納
課（
入
口
は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知

書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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合
せ　

収
納
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
７
・

９
５
２
８

夜

間

納

税

窓

口

　
　
　

月　

日
（
月
）
に
開
設

１０

２７

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
３
期
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第

４
期
）

※
納
付
は
、　

月　

日

１０

３１

（
金
）
の
納
期
限
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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て

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　図１　控除対象となる寄附金の拡充

現行の対象寄附金に、都道府県または
市区町村が条例により指定した寄附金
を追加
　
小平市では、所得税の控除対象とな
るもののうち、市内に事務所または
事業所を有する法人など（社会福祉
法人・学校法人など）に対する寄附
金が対象となります（国に対する寄
附金および政党などに対する政治活
動に関する寄附金を除く）

・都道府県または市区
町村に対する寄附金

・住所地の都道府県共
同募金会に対する寄
附金

・住所地の日本赤十字
社支部に対する寄附
金

対象寄附金

税額控除方式所得控除方式控除方式
道府県民税４％
市町村民税６％

適用対象寄附金×税率
（１０％）の軽減効果控除率

総所得金額等の３０％総所得金額等の２５％控除対象
限度額

５千円１０万円適用下限額

　図２　地方公共団体に対する寄附金税制の拡充

都道府県または市区町村都道府県または市区町村
寄附金控除の対
象となる地方公
共団体の範囲

税額控除方式所得控除方式控除方式
地方公共団体に対する寄附金のうち適
用下限額を超える部分について、一定
の限度まで所得税と合わせて全額控除
〈税額控除額の計算方法〉
①と②の合計額を税額控除

②の額については、個人住民税所得割
の額の１割を限度

適用対象寄附金×税率
（１０％）の軽減効果控除率

総所得金額等の３０％
（地方公共団体に対する寄附金以外の
寄附金との合計額）

総所得金額等の２５％
地方公共団体に対す
る寄附金以外の寄附
金との合計額

控除対象
限度額

５千円１０万円適用下限額

①（　　　　　　　－５千円）×１０％

②（　　　　　　　－５千円）×（９０％

　　－０～４０％）

地方公共団体に
対する寄附金
地方公共団体に
対する寄附金

寄附者に適用される
所得税の限界税率

現　行 改正後

現　行 改正後
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平
成　

年
に
市
制
施
行　

周

２４

５０

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念

事
業
と
し
て
市
史
編
さ
ん
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

小
平
の
歴
史
を
明
ら
か
に

し
、
魅
力
あ
る
郷
土
を
後
世
に

伝
え
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
・
働

き
・
学
び
・
訪
れ
た
い
ま
ち
と

し
て
の
魅
力
づ
く
り
に
努
め
る

こ
と
を
基
本
的
な
理
念
と
し
て

い
き
ま
す
。

�
第
１
回　

市
史
編
さ
ん
委
員

会と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

１０

１８

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
２
階
会

議
室

傍
聴
定
員　
　

人
１０

傍
聴
申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

（
先
着
順
）

問
合
せ　

企
画
政
策
部
市
史
編

さ
ん
担
当
�　

（
３
４
１
）
１

０４２

２
１
１
内
線
２
１
７
０

市
史
編
さ
ん

市
史
編
さ
ん

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

市
制
施
行　

周
年
に

５０

向
け
て


